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USTREAMを用いた音楽活動
一一札幌のインデイーズ・ミュージシャン

による USTROOM FESを事例として

種村 剛・小林泰名

要旨 札幌のインデイーズ・ミュージシャンがおこなった、 USTREAMを用

いたライブイベント、 USTROOM FESを事例として、ミュージシャンとラ

イブ配信サービスの関係について考察した。本稿の中心となる問いとして

「なぜ札幌のインデイーズ・ミュージシャン達は、 USTROOM FESを企画し

実践したのだろうかJを設定した。聞いに対する仮説として、 USTROOM 
FESを、地方から全国へ音楽活動をプロモーションする手段と考えているの

ではないか(1)、 USTROOMFESのメリットを、楽曲のダウンロード販売

につながる点にあると、考えているのではないか (2)、の二つを提示した。

仮説の検証のために、フェスを企闘した、札税のミュージシャン 3名にイン

タビューをおこなった。インタビューの結果、 IIライブ配信サービスを、
全国の人びと、地域の人びと、地元のミュージシャンに対する音楽活動のプ

ロモーションとして用いていること、 2)実際に観客にライブ会場に足をは

こんでもらい、 CDを販売したいと考えていること、を明らかにした。最後

に、以上の考察をふまえ、地域レーベルの可能性について検討した。

キーワード インターネット USTREAM Twitter 札繰 インデイーズ

ミュージシャン音楽 フェス

はじめに

音楽産業における CDの売上は、 2000年代において、一貫して減少し

ている O 加えて、 2009年から 2011年にかけて、インターネットによる有

料音楽配信の売上も、頭打ちになってきている 1)。

一方、インターネットの新しいサービスとして、ライブ配信サービスが

ある。音楽活動とライブ配信サービスは非常に密接な関係になってきてい

る。

このような音楽産業と、メディアの展開を背景として、インディーズ・
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ミュージシャンは、インターネットのライブ配信サービスを、自らの音楽

活動に、どのように用いていこうとしているのだろうか。そして、自らの

楽曲を、どのようにして売っていこうと考えているのだろうか。

本稿は、ミュージシャンの音楽活動とライブ配信サービスの関係を、札

!院のインディーズ・ミュージシャンがUSTREAMを使っておこなった、

USTROOMFESを事例1として取り上げ、考察する O

以後、次のように論をすすめる O 第一に、概念を確認する O インター

ネットの画像動画系サービスについて整理し、ライブ配信サービスの説明

をおこなう(I)。第二に、インターネットの動画共有サービス、ライブ

記信サービスと、音楽活動に関する先行研究をレビューする(11)。第三

に、本稿の間いと仮説、および調査方法を提示する(匝)。第四に、イン

タビューから、仮説の検証をおこなう (N)o最後に、結論をまとめ、地

域レーベルの可能性について考察する。

1 インターネットの画像動画系サービス

本稿は、インターネット上のサービスである、 USTREAMを用いた事

例を考察対象としている O インターネットのサービスである、 YouTube、

ニコニコ動画、 USTREAM、ニコニコ生放送を指す用語として、「動画サ

イトJ、「動画共有J、「動画配信J、「動画投稿J、「ストリーミングサービ
スム「動画コミュニティーサービス」、「ライブ動爾配信サービス」などが

挙がっている O しかしながら、これらの用語の意味や用語が含む対象、そ

して用語間の関係はまだ明確になっているわけではない九

論を進めるにあたり、本節では、これら概念の整理をおこない、イン

ターネットの画像動画系サービスを整理し、ライブ配信サービスの位置づ

けを確認する(1)0 次いで、日本におけるライブ配信サービスの展開を概

観する (2)0 

1.画像動画系サービス一一動画記信サービス、動画共有サーピス、ラ

イブ配信サービス

インターネット上で画像や動画を配信、視聴、共有するサービスを「画

像動画系サービスjとしてまとめておくことにする。これらは、テキスト

が中心である、 HPやブログや SNSなど「テキスト系サービス」と区別す

ることカfできる 3)。
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本稿は、この「画像動画系サービスjを、 f動画配信サービスJ、「動画
共有サービスJそして「ライブ配信サービスjに芭別して論をすすめるこ
とにする O 以下、それぞれの概念について説明する O

動画配信サービスは、映像コンテンツ(テレビ番組や映画)を、個人の

端末に、インターネットを用いて、有料・無料で配信するサービスであ

るO 増田弘道は動画配信サービスを、「インターネットの主にブロードバ

ンド回線を利用した映像配信サービスのことである。これには地上波放送

の再送信サービスなどがあるが、今後主軸となっていくのは VOD(ビデ

オ・オン・デマンド)を中心としたものであろうJと述べているヘ具体
的には、 GyaO!や、フジテレど onDemandなどが当てはまる。

動画共有サービスは、ユーザーが投稿した動部iを、他のユーザーが関覧

できるようにするサービスである O これには、 YouTub巴やニコニコ動画が

相当する o YouTubeは2005年にサービスが始まった。ニコニコ動画の実

験サービスが始まったのは 2006年 12丹、そして翌年、 2007年 1月から

F版として正式サービスがスタートした。
ライブ配信サービスは、リアルタイムに動闘を配信すること(ライブ配

信)に特化したサービスである。ライブ配信サービスには、 USTREAM

やニコニコ生放送が当てはまる O 小寺信良はじSTREAMについて、「ユー

ストリームとは、簡単に言ってしまえば、インターネットを使って生放送

が配信できるサービスである O パソコンにカメラとマイクを接続すれば、

誰でもテレビ放送のようなことができるJと述べている九ニコニコ生放
送は 2007年 12月にスタートしたサービスである O そして、 USTREAM

は、 2007年にサービスが始まった。 USTREAMの日本語版サービスの開

始は 2010年4月であり、同年5丹にはじstreamAsia社が創設された。

以上からわかるように、「踊f象動i弱系サービスJのうち、動闘共有サー
ビスと、ライブ配信サービスは、 21世紀になって登場した、比較的新し

い、インターネットを用いたサーピスである O 本稿は、特にライブ配信

サーピスを吊いた音楽活動を中心に考察をおこなうことになる。次に、日

本のライブ配信サービスの展開について、概観する。

2. 日本のライブ配信サービス

日本で、ライブ配信サービス(uSTREAM・ニコニコ生放送)がスター

トしたのは、先に示したように、 2007年である O しかし、このライブ記
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信サービスが人びとに知られるようになったのは、もう少し後になってか

らだと思われる。以下、日本でライブ配信サービスが普及するきっかけに

なった出来事を六点挙げる O

第一に、ライブ配信サービスを用いた、討論番組や報道番組の制作であ

る。ニコニコ生放送で、 2008年 12月31臼から 2009年 1月 1日にかけて

おこなわれた、 f日本ほ変わる! 1万人生討論会一一日本の危機を語るj

には、小沢一郎民主党代表(当時)が参加した。その後も、各政党の代表

が、ニコニコ生放送の討論番組に出演している O

ニコニコ動画・ニコニコ生放送を運営するニワンゴの親会社、 ドワンゴ

の会長である川上量生は、「動甑コミュニテイーサービス『ニコニコ動画

(ニコ動)jや『ニコニコ生放送(ニコ生)jでは、政治や言論はすごく人

気のあるコンテンツです。ニコ生の番組数は政治系や言論系が圧倒的に多

い。[……]政治系のコンテンツは、 2007年からやっています。政治家が

ニコ動に出るというのはユーザーが一番予想していないので、逆に面白い

かなと思ったんですJと述べ、討論番組や報道番組が、人びとのライブ配
信サービスに対ーする認知度を上げていることを指摘しているヘ

第二に、 USTREAMによる「ダダ漏れjがある o Iダダ漏れJとは、ビ
デオカメラで撮影した映像を、リアルタイムに、無編集で、ライブ配信

サービスを使って公開することである o Iダダ漏れJは、 2009年頃に、上
の意味で用いられるようになった。この言葉を有名にしたのは「ケツダン

ポトフjによる、 USTREAMを用いた、イベント中継である九「ダダ漏

れ」は、ライブ配信サービスを用いた、中継に対する人びとの認知が高

まったきっかけのひとつといえる O

第三に、日本語版の Twitterの登場と、 USTREAMのソーシャル・スト

リーム機能の搭載である o Twitter日本語版は、 2008年4月に登場した O

USTREAMのソーシャル・ストリーム機能は、 2009年 10月に発表され

た。ソーシャル・ストリームとは、 USTREAMの動磁の窓の横に表示さ

れている、視聴者からのコメント欄である。ソーシャル・ストリームを用

いることで、ライブの配信者と視聴者がリアルタイムにコミュニケーショ

ンをとることカ宝できる O 加えて、ソーシャル・ストリームは SNS(Twit叩

畑、 Facebook、mixi) と連動させることもできるO たとえば、ソーシャ

ル・ストリームにコメントするi際に、連携先として Twitterを選択すると、

ソーシャル・ストリームにつけたコメントに、番組のハッシュタグ(#) 
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と、リンク先を自動的に添付して、 Twi託erのタイムラインにも流すこと

ができる O すると、 Twitterのフォロワーに、 USTREAMの'清幸Rを{云える
ことができる。興味のあるフォロワーがUSTREAMを視聴することにな

り、ライブ配信の視聴者を増やすことができるヘ

第四に、 2009年 12月、 iPhoneにじSTREAMのライブ配信用のアプリ

ケーションが公開されたことであるO このアプリケーションをインストー

ルした iPhoneを用いれば、すぐに動画を配信することが可能となった。

このことで、動画を視聴するだけでなく、ライブ配信も個人が簡単におこ

なえるようになったヘ

第五に、 USTREAMとラジオ局との提携である o 2009年 12月に、 FM

ラジオ局のふWAVEの番組 Iradio spiderJは、ラジオを USTREAMで配信

し、 Twitterで会話する試みをおこなった。 2010年2月には、 TOKYOFM 

の番組 IDIARYJの放送の様子が、先の「ケツダンポトフ」を通じてラ
イブ配f言された。 2010年 10月に、 Ustr・巴amAsiaは、 J-WAVEの「ブラン
ドチャンネルj開設を発表した。現在、ラジオ局と USTREAMを用いた

ライブ自己信がリンクするようになってきている O

第六に、メジャー・ミュージシャンによる、 USTREAMを用いたライ

ブ配信である O 日本のミュージシャンによるライブ配信の例として、 2010

年 12月8日におこなわれた、宇多田ヒカルの休養直前のライブ配信があ

るO このライブ記信には、約 34万人の視聴者が集まった JO)。坂本龍ー

は、世界ツアーの USTREA討中継を 2010年 11月末から始めている O

2011年1月9Bには、ソーシャルメディアを活用した実J験プロジェクト

I skmtSocial pr吋ectJ(サカモト・ソーシャル・プロジェクト)の一環で、

韓国でおこなわれたピアノ公演を、 USTREAMを尼いて中継した。坂本

は、このプロジェクトで、 USTREAMやYouTubeを用いた動画の配信や

中継を精力的におこなっている J])。

以上、六点が、日本でライブ配信サービスが普及したきっかけであると

考えることができる。

まとめよう O 本節では、インターネットの商像動画系サーピスを、動画

配信サービス、動画共有サービス、ライブ配信サービスの三点に区分し

た。次に、ライブ配信サービスが、日本で普及したきっかけをまとめた。

次節では、画像動画系サーどスとミュージシャンの音楽活動、および、音

楽ビジネスについての先行研究をレビューする。
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E 先行研究一一酉像動画系サーピスと音楽

前節は、インターネットの画像動画系サービスについて概観した。

本節は、画像動画系サービスと音楽活動に関する先行研究をレビューす

る。第一に、インターネットの画像動画系サービスと音楽活動の関係につ

いての先行研究をまとめる (1)。第二に、画像動画系サービスが音楽ピジ

ネスに与える影響についての先行研究を紹介する (2)。

1 画像動画系サービスと音楽活動

音楽活動とインターネットの画像動画系サービスの関係を考える上で、

重要な参考文献として、津田大介と牧村憲ーが著した『未来型サパイパル

音楽論 USTREAM、twitterは何を変えたのかj(2010)がある。この

著書の中で、インターネットを用いた音楽活動の実践例として、まつきあ

ゆむの r1億年レコードj、ボーカロイドとニコニコ動画を利用した小林
オニキスの活動、 USTREAMを用いた公開レコーデイングをおこなって

いる向谷実、音楽配{信信言言‘プラツトフオ一ム rD問IYSTARS剖Jを用いた七尾旅
人の活動がとりあげられている lω2幻)

員溺j回法人日本情報経j済斉社会推進協会がまとめた、『情報化白書2012-

激動の時代の情報化j(2011)において、毛利勝久は「音楽配信/SNSJ 

の項目で、インターネットを利用した音楽活動について、「アーテイスト

他人が自身の Webサイトで音楽ファイルを公開・販売する動きが、[……}

ここ数年で活発になっているのは、環境が急速に整い、活動の障壁がなく

なってきていることjを指摘し、そのーっとして、 rUstreamのような無

料の動画投稿サイトの普及により、プロモーションが容易になったことJ
を挙げている 13)。

動画サイトの利用実態調査検討委員会がまとめた、『動画サイトの利用

実態調査検討委員会 報告書j(2011年8月)のウェブアンケートの結果

によれば、国民の約 7割が動画サイトを利用している(報告書の用語を使

用、内容としては、本稿の動画共有サービスにほぼ相当する)。動画サイ

トで視聴する映像は、If立が音楽関連映像(邦楽)の 63%、2f立が個人や
映像クリエイターなどによる作曲・編集・制作作品 (38%)、3位が音楽

関連映像(洋楽)の 37%となっている O 動画共有サイトでは、音楽関係

の動画の視聴が多いことがわかる O
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以上の先行研究から、J)視聴者が、動弼サイトで視聴する映像は、主

に音楽関係の動画であること、 2) ミュージシャン自身も、自らの活動を

動画共有サービスや、ライブ配信サービスを通じて、視聴者に配信してい

ることがうかがえる O このことより、動画共有サービスやライブ配信サー

ビスと、ミュージシャンの音楽活動が、密接な関係にあることがわかるだ

ろう。

2.画像動菌系サービスと音楽市場

画像動画系サービスは音楽市場にどのような影響をあたえているのだろ

うか。

財団法人デジタルコンテンツ協会がまとめた、『デジタルコンテンツの

市場環境変化に関する調査研究 報告書.1 (2011)は、ニコニコ動画に発

表された作品が評価され、 CD販売につながった事例として、 Supercell

(スーパーセル)、 Clear(クリア)、 HYADAIN(ヒャダイン)を紹介して

いる O しかしながら、間報告書によれば、ニコニコ動画から派生して、

CDとして流通した作品が 100万枚を売り上げる大ヒットになることはな

いという O その玉里由として、ソーシャルサーピスは口コミで広がる市場で

あること、そして、ユーザーのコミュニティ化が進み、そのコミュニテイ

の中だけで評価されることの二点を挙げている。そのため、それぞれのコ

ンテンツのあたりの売上は、従来よりも小さくなるという!ヘ

先に挙げた『動爾サイトの利用実態調査検討委員会 報告書jは、動画

共有サービスと、音楽支出の関係について、 1)動画サイトは音楽コンテ

ンツにおける利用者と接触率の向上に貢献していること、 2)動繭サイト

を視聴して、特に音楽視聴に能動的な利用者には、音楽への支出の増加傾

向があること、 3) しかしながら、全体的には音楽消費に対する支出の減

少がみられることを指摘している ω。

以上の先行研究から、1)画像動画系サービスは、音楽市場に対してプ

ラスの影響を与えていることがうかがえる O しかしその一方、 2)そのプ

ラスの影響は、今のところ条件っきであり、限定的であるともいえる。

まとめよう。本節では、 i磁{象動画系サービスと音楽活動および音楽ビジ

ネスの関係についてレビ、ューをおこなった。ライブ配信サービスとミュー

ジシャンの音楽活動は、密接な関係にあること、画像動画系サービスの、

楽曲売上に対するプラスの効果は、限定的であることを示した。
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それでは、実際にミュージシャン達は、どのようなことを考えながら、

自らの音楽活動に、画像動画系サーどス(特にライブ配信サービス)を用

いているのだろうか。次節で、問いと仮説を提示し、仮説を検証するため

の調査方法を説明する O

車 問い・鍍説・調査方法

前節の先行研究のレビューを通じて、ライブ配信サービスは、ミュージ

シャンの音楽活動の一角を占めていることがわかった。それでは、実際に

ミュージシャン達はどのようなことを考えながら、自らの音楽活動に、ラ

イブ配信サービスを用いているのだろうか。

本稿は、札幌のインデイーズ・ミュージシャンがおこなった UST

ROOM FESを事例として、ミュージシャンが、自らの音楽活動において、

ライブ配信サービスをどのように用いているのかを考察する。

インデイーズ・ミュージシャンを事例として扱う理由を説明する。樺島

栄一郎は、インディーズ(あるいはインディー)を、 Iindependenc巴(独
立)からの派生語で、日本レコード協会に加盟していない独立系レコード

会社、それらのレコード会社と契約しているアーテイスト、それらの会社

が発売しているレコードなどを意味する」とすることが、一般的な定義で

あるとしている 16)。インディーズ・ミュージシャンは、メジャー・

ミュージシャンと違い、マスメディアに取り上げられることはほとんどな

い。彼/彼女らにとって、新しく登場したライブ配信サービスは、自らの

音楽活動をプロモートするための有力な手段になりうるのではないだろう

か。インディーズ・ミュージシャンは、何を考え、どのようなE標をもっ

て、自らの音楽活動にライブ配信サービスを用いているのだろうか。この

ことを知ることは、音楽とライブ配信サービスの新たな関係を知る手がか

りになると考える。

以下、次のように論を進める O 第一に、事例として扱った UST

ROOM FESについて説明する(1)。第二に、向いを提示する (2)。第三

に、向いに対して仮説を示す(3)。第四に、調査方法を提示する (4)0

1. UST ROOM FES 

UST ROOM FES (以下、 URF)は、札幌のミュージシャン達が始めた、

USTREAMを利用したライブフェスである O ライブフェスとは、多数の
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ミュージシャンが集まり、一度に複数のライブを楽しむことができるイベ

ントを意味する。日本ではフジロックフェスや、ライジング・サンが有名

である O このライブフェスを、 USTREAMでおこなうのカ宮、 URFであ

る 17)。

URFのフライヤーの後ろに書かれている rAccess! Choice! Enjoy!Jが、

企画のコンセプトをあらわしている O 日く、出かけることも、チケットを

買うこともなく、白宅でネットにアクセスするだけで、 USTREAMを用

いて、複数のミュージシャンが向時並行的におこなっているライブを、リ

アルタイムに、選択して視聴することができるのである O このように、

USTREAMでおこなわれている、同時並行的な演奏の中継を、視聴者が

選択して視聴する点が、 URFのユニークな点である O

第 l囲 URFは、 2010年 7月25日、 21: 00~22 : 30の時間帯でおこな

われた。ライブ3会場(主催者自宅、カフェ、スタジオ)、実況中継 l会

場(料理屈)の 4会場からライブ配信がおこなわれた。第 1回URFは、

ライブ会場に観客を入れずにライブ中継をおこなった。参加アーテイスト

は札幌のミュージシャン 8組。「ライブステージはアナタのお部屋です!J 
がキャッチコピーであった。第 l回URFの告知は、 f北海道 Walked に
r7/25月 は自宅が音楽フェス会場に変身 USTROOM FES Vol.l開催Jの
見出しで掲載された 18)。第 l回URFの最大同時視聴数は 330であった。

このライブ記信は、 USTREAMの運営側でジャッジされ、 USTREAMの

トップページに表示された。

第2回URFは、 2011年 11月 16日、 19: 30~22 : 30の時時菅でおこな

われた O ライブ5会場(第 l凶と同じ 3会場に加えて、新たに札幌と名古

屋のライブハウスが加わった)、実況中継 l会場(料理屈)の 6会場から

ライブ配信がおこなわれた。第2回URFは、カフェ会場に観客を入れて

ライブ中継をおこなった。参加アーテイストは全 17組、内 3組は名古屋

のアーテイスト、他は札幌のアーテイストである O 第2回のキャッチコ

ピーは「札幌から世界へ!5会場同時開催 USTREAMを使ったニュー

スタイルミュージックフェス!第二弾!Jである O 第2囲 URFの告知は
『北海道 Walked (2011年 11月)に「札幌から Ustream配信の rUST

ROOM FES vol.2j開催も決定! 新しいライブフェスの楽しみかたJの
見出しで掲載された lヘ第2図URFの最大同時視聴数は 550であった。

この URFの主催者は梅本多朗、発案者はMである。両者とも、札幌在
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住のインデイーズ・ミュージシャンであり、この二人がURFの中心人物

でもあるO

2.間い

先で、 URFについて説明した。ここで、 URFと音楽活動に関する、次

の間いを提示する。

開い

なぜ札幌のインディーズ・ミュージシャン達は、 URFを企画し実

接したのだろうか。

ヒの向いは、抽象度の高い、大きな間いである。この間いにアプローチ

するために、次の副問を提示する O

副問

1)札繰のインディーズ・ミュージシャン達が、 URFを開催したきっか

けはなんだ、ったのだろうか。

2)彼/彼女らは、 URFを開催することで、自らの音楽活動にどのよう

なメリットがもたらされると考えていたのだろうか。

3)彼/彼女らは、自らの楽曲をお金に換える手段として、 URFをどの

ようにとらえているのだろうか。

上の副開は、同じことを角度を変えてとらえようとした向いである o 1) 

と2)、2) と3)、そして1)と 3)は相互に関連している。 URFをおこな

うきっかけ(1)の中には、 URFによって得られるメリット (2)が含ま

れているだろう。また、 URFのメリット (2) には、楽曲をお金に換える

ことにプラスに働く側面がある (3) と考えることができるだろう O
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3. 依説

上記の向いに対して、以下の仮説を提示する O

仮説 1: URFを開催したきっかけは、地方から全国へ音楽活動をプロ

モーションするためではないか。

仮説2:URFのメリットは、楽曲のダウンロード販売につながる点に

あると、考えているのではないか。

仮説 1rURFを開催したきっかけは、地方から全国へ音楽活動をプロ

モーションするためではないか」について説明する。先行研究で明らかに

なったように、 USTREAMによるライブ配信を用いた、ミュージシャン

のプロモーション活動は、すでに盛んにおこなわれているO 札幌のイン

デイーズ・ミュージシャン達も、他のミュージシャンと問様に、 US-

TREAMによるライブ配信を用いることで、自分達の音楽活動をプロモー

ションできることに、メリットを感じているのではなかろうか。つまり、

札幌のインデイーズ・ミュージシャン達がURFを開催するきっかけは、

USTREAMによるライブ配信が、自らの音楽活動を、容易に、札幌から

全開へ知らせうることと、関係しているのではないだろうか。

仮説2rURFのメリットは、楽曲のダウンロード販売につながる点にあ

ると、考えているのではないかJについて説明する O 津田と牧村は、楽曲
のダウンロード販売について「アーテイストがMySpace(マイスペース)

で直接プロモーションして、音源は iTunesStore (iTS)で売ればいい、イ

ンターネットで全てをまかなえる、という一種『原理主義的jな人も多い

ですJと述べている 2ヘ先行研究から、楽曲のダウンロード販売を績極
的に進めているミュージシャンも存在することがわかっている O ライブ配

信を企画するインディーズ・ミュージシャンは、インターネットを活用し

ている人達である O このような人達ほど、楽曲のダウンロード販売に積極

的なのではないだろうか。つまり、札幌のインディーズ・ミュージシャン

達の考えるライブ配信のメリットとして「インターネットのライブ配信で

自分遠の音楽活動を知ってもらい、そして気に入ってくれた人には、ダウ

ンロード販売を用いて、楽曲を販売することJを挙げることができるので
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はないだろうか。

4. 調査方法

ヒの向いと仮説を検証するために、 URFにかかわった、札幌のイン

デイーズ・ミュージシャン 3人にインタビ、ユーをおこなった。

調査対象者は、梅本多朗、 M、タクマモトオの三名である。三人のプロ

フイールを挙げる。

梅本多朗は、先に述べたように URF主催者である。 1983年、旭川i生ま

れ。小学6年の時に先生の勧めでソfンドを結成、鍵盤担当。中学・高校時

代は音楽章でピアノを弾いて過ごす。稚内の高校を卒業後、札幌の音楽専

門学校に進学。その間いくつかバンドを組んだ。 2008年からソロで、作

敗、鍵盤を中心に音楽活動をおこなっている O ソロ活動の他に、札幌のバ

ンドサポートで鍵盤を弾いているoURFをきっかけに、 USTREAMを用

いた、 WEB ROCKS vol.4に出i寅した 21)。

M は、前述のように URF発案者である。 1984年、札幌生まれ。小学 6

年の時に家にあったフォークギターを弾き音楽に目覚める O 中学2年のと

きに、友達とバンドを総みワンマンライブを開催。高校卒業後、本格的な

音楽活動をスタートさせた。現在は、シンガーソングライターとして、弾

き語りとバンドでのライブをおこなっている o 2010年6月には完全自宅

録音のアルバムを発売、これまでに 500枚ほどの売り上げを記録した。

タクマモトオは、第 l回URFにミュージシャンとして出演した。 1982

年、札幌生まれ。中学2年の時に、姉がエレキギターを一週間で挫折。そ

のギターを買い受けて練習を始めた。高校生の時に路上で演奏していた今

のバンドメンバ一、たかびとと出会い、大学2年くらいの時に一緒に路上

ライブをするようになった。大学時代は軽音楽部に所属。 2003年、バン

ド「サジカゲンjを結成、バンドでは、ギター、楽曲制作を担当してい

る。現在までに 6枚の自主制作 CDを発表している 22)。

梅本多朗には、 2011 年 8 月 11 日、 20 ・ 00~22 : 00、札幌の mon-ichiで

インタビューをおこなった。 M には、 2011年 10月30日、 15: 30~18 : 

00、本し申足のムジカホールカフェでインタビ、ューをおこなった。タクマモト

オには、 2011 年 10 月 30 日、 12 ・ 00~14 : 00、札粧のムジカホールカ

フェでインタビューをおこなった。インタビューは、小林泰名がおこなっ

た。
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まとめよう。本節は、インターネットのライブ配信サービスと音楽活動

について、札幌のインデイーズ・ミュージシャンがおこなった URFを事

例として考察することを示した。関連する開いと仮説を提示し、仮説の検

証方法として、 URFの主催者、発案者、そして出演者におこなったイン

タビューの方法について説明した。次節で、インタビューの結果を示す。

U インタピ‘ユー結集

本長iiは、インタビ、ュー調査をおこなった結果をまとめるO 以下、次のよ

うに論を進める。

第一に、インターネットを用いたライブ配信のメリットについて、

ミュージシャンはそれぞれ異なる考え方を持っていたことを示す(1)。第

二に、ミュージシャン達は、ライブ配信のメリットは、自身の音楽活動の

プロモーションにあると考えていた。仮説 lは概ね妥当した。しかし、

URFをおこなった理由は、プロモーションだけにとどまるものではな

かった。 URFには、新しいライブ配信のあり方を提案し、ライブ配信

サービスを用いたプロモーションにインパクトを与えることも含まれてい

たり)。第三に、 URFには「札幌のミュージシャン」全体を、全国の人

びと、札幌の人びと、そして札幌のミュージシャン達にプロモーションし

たいという意図があったり)。第四に、 URFの苦労した点として、サ

ポートの不足が挙がった (4)0第五に、インタピューしたミュージシャン

達は、楽曲をお金にする手段として、 CDの販売をメインに考えているこ

とがわかった。そのため、仮説2は、妥当しなかった (5)0 

1. USTREAMを用いた音楽配信についての考え方一一「ダタ濡れjか

「放送jか

ミュージシャンは、インターネットを用いた、自らの演奏のライブ配信

を、どのようにとらえているのだろうか。インタビューの結果、ミュージ

シャンの中でも、 USTREAM(以下 Ust) を用いたライブ配信について、

異なる考え方があることが明らかになった。以下、二人のインタビューの

結果を比較してみたい。

URFの主催者である梅本多期(以下 梅本)は、 2010年6月ごろから、

週に l回、定期的に Ustを使って、自宅から、ピアノの演奏をライブ配信

している。 flliはほとんど全て、梅本のオリジナルである O ライブ配信の前
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日や直前に、 Twitterを使い、ライブ配信の予告をおこなっているO ライ

ブ配信は、概ね週 l@l、曜日と時間を決めておこなわれている O 梅本は、

毎週のライブ配信について次のように語っている O

一一毎週3時間やるっていうのは自分の生活の組み方としては大変

じゃないですか?、

大変ですよ O もう慣れましたけど、たまに、正直うんざりします。

「今日かって。 3時間がどうこうっていうよりもう、「ああ今日

かJって。だいぶ慣れたからもう、苦に思ってはいないですけど。

大変なのもあるんですけど、 3時間ていう時間よりも、ゆるさ的に

どうなのかなあと思って。ゆるすぎるのかなとも思って、それを

URFやってからなおさら忠っちゃって。

(プログラムを)カチカチカチカチした方が(いいのかな)、とはい

え、ダラダラみるのも Ustの一つだなあとも思ってO そこらへんがど

うしようっていうか。

この間考えたのはまあ、半々がいいのかなあってO

あと普通のライフ。だ、ったら、たかが(持ち時間)30分。やっぱり、

難しいですよね。 30分で理解するのって。

Ustだ、ったら、多少長めにやれば、気に入った人はみてくれるだろ

うし、気に入らなかったらチャンネル変えるだろうし。そこらへんは

明確なのかな。

ライブ子ハウスなら、広jりを若干、気にしつつみちゃうじゃないです

か。人少ないなとかなんとかo Ustだったら、家でみてるから、も

う、みたくなかったらパッと消しちゃうし。ある干霊シピアな感じです

ね。ゆるいけどシビア。そういう場はいいと思います。少なくともラ

イブ一本と同等か、それ以上の意味があるような気がします。

梅本は、ライブ配信をおこなう理由のひとつとして、ライブハウスでの

演奏よりも、長い時間演奏できることを挙げている O さらに、 Ustでのラ

イブ配信の方が、ライブハウスと違い「退出」による意思表明一一視聴者

数の減少が数値で明確にあらわれる があるぶん、むしろ fシビア」で
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あるとも述べている O

今のスタイルが即興と、既存曲の半々なので、即興なんて自分でも

どうなるかわかんないから、自分が弾いて「いいな」と思ったものの

反応が良かった時が一番うれしいですね。「リンクしてる」って思う。

このように、梅本は、ライブ配信の良い点として、視聴者の感想、を一一

ソーシャル・ストリームを用いて一一一リアルタイムで知ることができるこ

とを挙げている。

一方、 M は、ライブ配信に対して梅本と異なる意識を持っている。 M

は、 2009年頃、たまたまネットサーフィンをしていて、 Ustがあることを

知ったという。そして、 Ustを用いれば簡単にライブ配信をできるように

思ったことが、自らライブ配信を始めるきっかけであったと語った。 彼

は、自分の演奏のライブ配信について、次のように述べているO

毎週(ライブ配信を)やっていると、 l回 1回の放送のクオリティ

が下がっていくように感じる O

Ustでライブ中継をやっていると、視聴者から Twitterでコメントが

くる。そのコメント lつ lつに応えることはアマチュアくさいし、そ

もそも必要なことなのだろうか。あるコメントをひろうことによっ

て、指聴者全体にメッセージが伝わるならば、コメントに応えること

は意味があると思う O しかし、 lつ lつのコメントに個別に対応し

て、視聴者と会話する必要はない。でも、 l人でやっていると、どの

コメントに応えればよいか、頭が回らない。ラジオのように、スタッ

フがいて、コメントをチェックしてくれるとよい。

M さん個人としてはあんまり、 Ustを使うつもりはないんです

か?

今いろいろ考えてて、 Ustうまく使うんだったら、生放送じゃなく

て、アーカイブで出してってもいいなってO ひっそりと、誰も聴いて

いない時間にひっそり始めて、それをアーカイブに残すみたいな。そ

して公開しましたみたいなものでもまあいいかなって思ってます。
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一一ーじゃあ何度でもみられるクオリティのものをしっかり…

作れたら一番いい。

MのUstに対する考え方は、梅本のそれとは対照的である O 二人の考

えを比較してみよう O

第一に、ライブ配信ゐ頻度についての考え方である O 梅本が毎遇、 Ust

によるライブ配信をおこなっているのに対して、 M は「毎週やっている

と、 l回 1聞の放送のクオリテイが下がっていくように感じるjと主張す

るO

第二に、ライブ配信のスタイルについての考え方である O 先に挙げた、

梅本のコメントには、彼のライブ記信についての考えがあらわれている。

それは 3時間のプログラムの「ゆるさ」である。梅本は、かっちり事前に

プログラムを組んでやっていくことも大切であると考える一方で、視聴者

としては「ダラダラみるのも Ustの一つJであると考えている O そのた
め、ゆるい記信をする回と、かっちりした配信をする国の両方を提供する

ことを考えている。

一方、 M は、ライブ配信について、梅本と異なる価値観をもっている O

M は「ラジオのように、スタッフがいて、コメントのチェックをしてく

れるJとょいと述べ、かっちりした「自分の番組」として、ライブ配信を
機能させたいと考えている。コメントへのリプライは最小限に抑えたいと

考えており、さらには、視聴者がいない夜中にライブ配信をはじめて、ラ

イブ配信をアーカイブにすることを提案している。その理由として、クオ

リテイの高い配信をしたいことを挙げている。

梅本と Mの、ライブ配信のスタイルについてのコメントの違いは、二

人の楽曲演奏に対する姿勢と、 Ustを用いたライブ配信のあり方に対する

考え方の違いから生じるのではないだろうか。即興演奏を得意とする梅本

が、自分のベースで、コメントにリプライしながら「ゆるいJライブ配信
をおこなうことは、彼のスタイルに合っているのではないか。一方、作り

込んだ楽践を提供したいと考える M は、かっちりした配信一一最終的に

は「誰も聴いていない時間にひっそり始めて、それをアーカイブに残すj

という Ust記信一ーを選択することも、 Mのスタイルに合っているので

はないか。梅本のライブ配信は、先に確認した「ダダ漏れJライブ配信の
系譜であるといってよいだろう、一方、 M の考えるライブ配信は、テレ
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ピの録画放送に近いものであるといえるだろう。

インターネットのライブ配信サービスの面白い点は、どちらのスタイル

のライブ配信にも対応できるところである。つまり、ライブ配信の様態

は、 Ustの技術的な側面によって決まっているというよりも、実際に使用

者(送り手)がUstを用いて、どのようにして自分の楽曲を配信したいの

か、その配信のコンセプ下の違いから生じるものなのである O

2. URFをおこなうきっかけ

札幌のミュージシャン達が、 Ustを用いたライブフェス、 URFを開催し

たきっかけはなんだったのだろうか。インタピューの結果、 URFを開催

するきっかけは、自分遠の音楽活動のプロモーションにあることがわかっ

た (1)。しかし、理由はそれだけではなく、 Ustを使った新しいライブ配

信を模索する点にもあった (2)0 それぞれ以下で、確認する。

(1)プ口モーションとしてのライブ配信

インタビューをおこなった三人は、 Ustを使ったライブ配信を、音楽活

動のプロモーションのツールとしてとらえているO

梅本は、次のように述べている。

Ustのメリットですけど、物理的距離がないっていうのが最大のメ

リットだと思ってるんです、僕は。別に誰でもみれるし。まずはそれ

をやって、知ってもらう O 道内はもちろんですけど、道外で少しずつ

ライブやって、(ファンを)増やしてく O そんなところですかね。

一一ーなかなか(北海道外にライブをしに)行けないもんね。

行けないでしょうね、やっぱり O 例えば、:fL1'Hの最近いいバンドっ

ていったら、僕達にはさっぱりわかんないじゃないですか。もちろ

ん、話だけならわかるし、 HPみればだいたいどういうことやってる

かっていうのはわかるけどライブまでは、いくら映像があるにせよ、

実際みにいけるわけじゃないから。そういう意味でやっぱり、この

URFで、北海道のバンド、こういうのがいますよということを知っ

てもらえたと思う O
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Mは、 Ustのメリットを、次のように述べている O

Ustって、一番いいのはやっぱコストがかかんないこと O たとえ

ば、テレビやラジオで呼ばれたら、ゲストで、行ったらコストかかんな

いけど、時間も短いし、媒体がメインの番組になるじゃない。プロ

モーションという形で出してもらえることは少ない。なかなか難しい

んですよ。

そういう意味で、Ustつでもう自分のテレビ局開設じゃないけど、自

分の番組を持てるっていう意味合いの要素が、すごくある。梅なんて

まさにそうやっているし。

タクマモトオ(以下、モトオ)は、次のように語っている O

(自分達の楽曲を)全国的に届けることができるってことは、もの

すごい魅力的です。東京にもサジカゲン好きな人っているんですけ

ど、応援してくれてるのに、(東京に)ライブしに行けなくなっ

ちゃったんで、す。

一一東京にも何度もライブをしに行っているんですか?

行ってはいるんですけど、なかなか。年にーfEiIとか。そういう人達

にパソコンで届けられるというのが (Ustの良い点だと思う)。

三人のコメントをまとめよう O 第一に、三人は、 Ustによるライブ配信

のメリットとして、自分の楽曲を知ってもらうための、プロモーション活

動ができる点を挙げている O 第二に、ライブ配信のメリットとして、「距

離のハンディを越えることjが挙がっている。梅本は具体的に、 Ustによ

るライブ配信のメリットとして、九州のバンドの例を挙げながら、地方の

ミュージシャンの音楽活動を全国に伝えられるメリットを表現している O

モトオも、札幌と東京という距離のハンデイを越えて、ライブ配信できる

メリットを語っている O

北海道のインデイーズ・ミュージシャンにとって、本州にライブにいく

ことは、本弁iのミュージシャンに比べて相対的に、金銭的な負担が大き

い。たいていの場合、本州に移動するためには、飛行機に乗らなくてはな



らない(ときには、青春 18きつぶやフェリーを使い、飛行機と比べもの

にならないぐらいの時間をかけて、移動することもあるが)、加えて、機

材を運ぶためには、追加の費用がかかるからである O それゆえ、札幌の

ミュージシャンにとって「札幌から全国へ」、自分達の音楽活動を、無料

で発信できることは、本州、特に東京のミュージシャンと比べて、より魅

力的に思えることであろう。

第三に、 Mの発言から、自分がしたいプロモーションを、自分のベー

スでおこなえる点も、ライブ配信のメリットとして考えていることもわか

る。

まとめよう。以上のインタビューより、三人は、 Ustによるライブ配信

のメリットとして、地方から全国へ、楽曲を積極的にプロモーションでき

る点を挙げていることがわかる O 仮説 1iURFをおこなうきっかけは、地

方から全出へ音楽活動をプロモーションするためではないか」は、概ね妥

当するといえる。

しかし、インタビューをしていると、 URFをおこなうきっかけは、自

分遠の楽曲をプロモーションするだけにとどまらないこともわかった。次

に、 URFをおこなうきっかけについての M のインタビューを取り上げ

て、検討してみる O

(2) ライブ語E信だけではもう古い

URFの発案者の M は、 URFをおこなうきっかけを次のように述べてい

る。

せっかく Ustというツールがあるなら、このツールを使って、人が

やっていない、ライブサーキットをやるアイデイアを形にしてみよう

と思った。

議初は、ライブサーキットを実際に札i院でやりたいと考えていた。

でも、札幌では実際におこなうのは難しい。もちろん、お金を出せば

できるけど、イベントはマイナス出してまでやることではない。

Ustを使ってライブサーキットするというのは、もともとは、大阪

のイベンターさんが話していたアイデイア。ライブサーキット「見放

題Jの会場ごとにじstのチャンネルをつくって中継したらどうかと O
Ust 使えば、ライブサーキットみたいなことができるのではないか。
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「やっていいですか-Jって、ちゃんと大阪のイベンターさんに電話
して許可をえた。

逆に、世間的に Ustがこんだ、け流行ってきたことで、 Ustやりづら

くなったなって。ゃるからには他とは違うものをみせないといけない

し、それに、流行りちゃったらつまんない。だからうまい使い方をで

きないと、あんまり、やる意味ないかな。

MはURFのきっかけとして、二つのことを述べている。一つは、札幌

でライブサーキットをするというアイデイアをネットを用いて実現したい

と考えた点である O ライブサーキットとは、地域の複数のライブハウス

で、ライブを同時並行的に開催し、チケットを 1枚持っていれば、どのラ

イブ会場にも自由に入退場できるというものであるO ライブサーキットの

観客は、どのライブハウスでおこなわれているライブを観覧するか選ぶ楽

しみ(苦しみ)を味わえるoURFでは、複数のライブをじはで同時に配

信することで、視聴者は、ライブサーキットと同様に、ライブを選ぶ楽し

みを味わうことができるのである O

もう一つは、他の人がやっていないような、 Ustを用いたライブ配信を

する必要性を感じた点である。その理由として、 Mは「世間的に Ustが

こんだ、け流行ってきたことで、 Ustやりづらくなったj、「だからうまい使

い方をできないと、あんまり、やる意味ないかな」と語っている O

すでに確認したように、メジャー・ミュージシャンによるライブ配信が

日本でおこなわれるようになったのは、 2010年である O これより、 2010

年から 2011年の 1年間で急速に、ライブ配信サービスがミュージシャン

に浸透したことがうかがえる O そして、ただ単に、 Ustを用いてライブ配

信をおこなっても、プロモーションのインパクトが小さいと、 M は考え

ていた。このことが、まだおこなわれていない、「ライブフェス形式のラ

イブ配信Jとしての URFをおこなうきっかけになったといえるのである。
まとめようoURFをおこなうきっかけとして、インタビューした

ミュージシャン達には、音楽活動を全国にプロモーションする意図がある

ことがわかった。仮説 1iURFを開催するきっかけは、地方から全国へ音

楽活動をプロモーションするためではないか」は、概ね妥当するといえる

だろう。しかし、 URFを開擢したきっかけは、それだけではなかった。
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Ustを用いた楽曲のプロモーションにインパクトを与えるために、まだお

こなわれていない、 rUstを用いたライブサーキットJを実現することも、
URFをおこなうきっかけであった。 Ustをはじめとするライブ配信サーピ

スを用いた、楽街の配信とプロモーションは、短期間のうちに (2010年

末のメジャー・ミュージシャンのじstライブを起点にすれば、 l年にも満

たない)、ミュージシャンに普及していた。そして、ライブ配信サービス

を用いたプロモーションは「それだけではインパクトがないもの」として

認識されていたのである O

3. r札幌のミュージシャンjの紹介一一全国の人びと、札幌の人びと、
そして札暁のミュージシャン達ヘ

インタビューを通じて、 URFには、「札幌のミュージシャンjをプロ

モーションする意図があることがわかった。プロモーションする相手は、

全国の人びと(I)、札幌の人びと (2)、そして札幌のミュージシャン達で

あった (3)。以下、それぞれを確認する。

(1) r札暁のミュージシャンjを、全国の人びとに紹介する
URFの主催者である梅本は、 URFの目的と、 URFで実現できたことに

ついて次のように述べている O

僕も M もいってることは北海道を紹介したいということ O 北海道

に来るってこと自体が難しい。ライブをみ(るためにだけ)に北海道

に来るなんて人はまれだと思う。

一一-URFで何ができたか。

URFを広めることができたってことじゃないですかね。こういう

ことやってるよっていうのを広めれた。

何ができたっていうのは難しいな…。札パン〔札幌のバンド〕の紹

介じゃないですか。小さいですけどね、 7・8組ですけど。

「札幌のミュージシャンを全国に紹介するJという点については、モト
オも、次のように指摘している O
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僕、札幌の音楽すっごい好きなんですけど、すっごいいいバンドと

かいて、でも、その人達がプロモーション下手だ、ったり、自分達の中

で「いいものやってるからいいやJって完結しちゃってる人とかも多
くて、それを、こういう媒体とか上手くつかって、「札幌すご、い

ぞ、Jつてのを伝えたい。大っきな感じで伝えたいなとは思うんですよ
ね。

このように、 URFは、「札幌のミュージシャン」を全国にプロモーショ

ンする意国があったのである。

(2)札幌のミュージシャンを、本し暁の人びとに紹介する

先で、梅本とモトオが、 URFを通じて「札幌のミュージシャンを全屈

に紹介するjことができたと述べていることを権認した。一方、 URFの

発案者である Mは、二人と少し違う規点を持っている。 MはURFのコン

セプトを次のように語っている。

URFのテーマとしては「札幌から全国へjっていうのを掲げてる

し、札幌のミュージツクシーンを盛り上げようっていう大まかな目標

もあるから O 札幌(のバンド)を(全自へ)紹介したいって気持ちが

中，[，、。

URFをやってよかったことは、アイデイアを形にできたこと。 ほ

んとうはもっとゆるくやりたかったが、まさか、あんなにみてくれる

人がいるとは思わなかった。日擦をこえちゃった。

札幌のアーテイストを、全国に紹介したいという目標は果たせたと

思う O

ほんとは札幌の人に総いてほしい。一番は。結局、(札幌の人が実

際に)ライブハウスに行くきっかけになればいいなってo (札幌の人

にも)こういうバンドがいるんだよっていう紹介。最終的には、アー

テイストのプロモーションに繋がればっていう O 札幌はね、いいバン

ドがいるんだよってところを紹介したい。
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第二回で、会場のムジカホールカフェにお客さんを入れるっていう

アイデアを出したんですけど、それも「札幌のお客さんは得だね」っ

ていうことで、 rooの弾き語り(生で)聴けるんだJとか、そうい
うことで、札幌の会場を作った。もちろんチケット取って、少しお金が

欲しいっていうのもあるんですけど。

まあ、第一回は公平過ぎたなと O そういう札瞬のお客さんに対して

提示したいっていう目標は、あんまり実現はできていなかったから。

{…]URFがもうちょっと大きくなれば、札幌にいてよかったな的なの

をね、アピールしていけたらなと O

だからやっぱり URFは札幌のアーテイストメインでやんなきゃ意

味ないですよね。札幌がメインでゲスト会場があるという形。

M のコメントには、二つの興味深い点がある O 一つは、「札幌から全国

へJであるoURFを通じて、札幌のインデイーズ・ミュージシャンの活
動や存在を、全国の人に知らせたいという思いである。これは、先の二人

と同様である O

もう一つは、「札幌から札l幌へJである O 地元札幌のミュージシャンの
活動を、札幌の人にも知ってほしいという思いである。ライブ配信サーピ

スを用いた音楽活動といえば、「ミュージシャン他人jが、「地方から全国

へjライブ配信をおこなうことにまずは日がいく。しかし、 Mの考える

URFの目的の興味深い点は、1)rミュージシャン個人Jにとどまらず
「札幌のバンド」全体をプロモーションの対象としていること O そして、

2) r地方から全冨へ」だけではなく、 f地域から地域へ」とローカルな展
開に対する目配せがあることである O そして、札幌のインデイーズ・

ミュージシャンのことを知った札幌の人に、実際にライブ会場に足を運ん

でもらうことを意図していることがわかる O

おそらく、 M にとっては「札幌から全国へJと「札幌から札幌へ」の
両方ともに重要な呂的であったのだろう O そして、 Ustによるライブ配信

は、この二つの百的を、両立可能にする手段であったのであるO

(3) URFに参加したミュージシャンを、札幌のミュージシャンに知って

もらう

梅本は、札幌のミュージシャンにもまた、 URFや自分の楽曲のことを
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知ってもらいたいと考えている O 梅本は次のように述べている O

予想以上に沢山の人にURFをみてもらい、札幌のバンドを紹介す

ることができたし、次が楽しみという感想、ももらえたことがうれし

かった。

まだ札幌のパンヤでも、 URFのことを知らないバンドがいる O 沢

山の札l慢のバンドから URFに「出たい」といわれるくらいのポジ

ションになりたい。これからのURFは、身内だけで閤めず、札幌の

バンド全体が参加しているイベントにしていきたい。

このように、 URFによるライブ配信は、全国そして札幌のオーデイエ

ンスに向っておこなわれるだけではなく、札幌のミュージシャンに対しで

もおこなわれていた。その意図は、梅本の「沢山の札幌のバンドから

URFに「出たい」といわれるくらいのポジションになりたいJの発言に
あるように、 URFのプランデイング一一「あんな函白いイベントやって

いるんだ、すごい、自分も URFに出てみたいJIURFに出たんだ、うら
やましいJとミュージシャンに望まれるイベントの位置づけの獲得一ーの
ためであった。もちろん、 URFのプランデイングだけではない。 URFの

プランデイングがうまくいくことは、自分遠の音楽上のステイタスを上げ

ることにもつなカ古っているのである O

まとめようoURFによるプロモーションは、全国の人びとだけを対象

にしているわけではなかった。地元札幌の人びと、そして札幌のイン

ディーズ・ミュージシャンに向けても、 URFを用いたプロモーションが

おこなわれていたoUstは、全国(全世界)の人びとが視聴することので

きるメディアであるoURFは、 Ustという「グローパルなメディアjを用

いて、全国に向けながら、同時にローカル(地元、札幌)に対しでも発信

していたのである。

4. サポートの必要性

インタビューした三人のミュージシャンが[]をそろえて述べたことは、

URFにおけるサポートの必要性である。

梅本は、 URFをおこなうときに、スタッフ不足に苦労したことを、次

のように述べている O
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一-URFの問題点はありますか。苦労したところ。

スタッフ不足ですね。 HPを作るスキルが欲しいって感じですね。

今国は Mがすごくがんばってくれて、まあなんとか、あんな(複数

会場をまとめてみられるようなじRF公式サイトを)作ってくれまし

たけども O

本来、企幽者としては多少動くしゃることはやるんだけど、そこら

辺はやっぱり、スタッフでやってもらわないと O 由るところも回らな

し、。

一ーでもスタッフに動いてもらうってなるとそこにお金がかかるので

は。

極力ボランテイアですよね。で、ちょっとどうしてもまあ、フライ

ヤーもそうですけど今回はタダでやってもらいましたけど、次聞から

は若干、出さないと。

一一一具体的にはどんなスタッフが欲しいんですかワ

Web 関連と、あと当日スタッフですよね。音響もそうだし、 SNS

の書き込み担当者。例えばTwitterで、間もなく始まります、次は誰

ですっていうのを書ける人。だから当日、現地入りスタッフみたい

な。あとはフライヤーまく人。

M は次のように述べている O

スタッフが不足している O 当日、会場にいるスタッフも少ないし、

準備で、ウェブデザインやプロモーションをするスタッフも必要。あ

と10人ぐらいスタッフは欲しい。ただ、 URFはやっても黒字になら

ない。もうからないと、プロモーション(をするための、スタッフ)

のモチベーションが上がらないところはある O

モトオは、スタッフに加えて、機材の必要性を指摘している O

URFは大丈夫だ、ったんですけど、 Ustの音質つてのが重要で¥ク
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1)ックした時に、いい音で聴けたら、そのままみ続けますけど、たい

てい難しいんで、すよね。音って。

機材の環境、ちっちゃいとか、音がベラベラだとか、そうなってし

まうと、魅力半減。普段ね、他の人の Ustみてたら、現場ではいい音

なんだろうなと思うことは、ありますよね。

今どんどん (Ustを使ったライフ官己信は)普及してきてるので、そ

ういう、安くいい音でやれる機材とかは、たぶん発売してるかもしん

ないですけど、そこが充実してこないと難しいですね。プロの人の

Ustとかみたら、音めっちゃ良かったりしますよね。

機材も大切だけど、後はセッテイングする人の(技量も重要)。あ

の日は全部、 M君とかがやってくれてるので、音は良かったと思う

んですけど。

Ustの、アコースティックの放送ってやりやすいんですよね。で

も、バンドの放送となると途端に難しいんです。音量とか、バンドだ

と、結構大きな音出すじゃないですか。それをうまいバランスで、放

送するのってやっぱちょっと難しいので、そういう技術者とか機材が

どっかに一個あると、いいですね。

一一とにかくスタッフが足りないのが大変だ、って梅本さんもいってい

ました。

サジカゲンの、うちのベースの U君がPAやってくれたりとか、

セッテイングのお手伝いとかしてて、そういうお手伝いしたいってい

う有志もいると思いますけどね。ボランテイアですよね。

まとめよう O インタビューに応えてくれたミュージシャン達は、 URF

をおこなうために、広報、 Webデザイン、当日の Twitterなどの書き込み、

そして音響などを担当するスタッフが必要であったと述べている。しか

し、 URFそれ自体で、収入を得ることは、今のところできていない。ゆ

えに、スタッフは無給にしないと、イベントで赤字を出してしまう O その

ため、これらの役割は、ミュージシャン自らが、演奏と並行しながらおこ

なうか、担当するスタッフをボランティアで頼むことになる O それでは、

このようなスタッフをどのように手配すればよいのだろうか。このこと

- 86-



は、「地域レーベルjの可能性として後述する。

5. プロモーションからお金ヘ

インターネットによるライブ配信が、自らの楽曲をプロモーションする

ためのツールであるとするならば、そのプロモーションした楽曲を「お金

に換える手段Jとして、彼らはどのような方法を考えているのだろうか。
インタビューの結果、ミュージシャン達は、ライブ会場でCDを売ること

を、楽曲をお金にするための中心的な手段と考えていたことがわかった。

まず、インタピ、ューから、彼らが、 CDを売るためにライブに観客を集め

るためのプロモーションとして、 Ustを用いていたことを確認する(I)0 

次に、彼らがCDの販売にこだわる理由を確認する (2)0 

(1) CDを売るためにライブをする

梅本は、楽曲をお金に換える手段について、次のように述べている O

一一どうお金にするかっていうとーやっぱり CDを販売するっていう

ことですか?

ん一、今の段階ではそうですね。(ライブ配信を)やって、個人個

人の知名度を上げて、ライブしに行って、 CDを売る O まあライブし

に行かなくても CDが売れればいいんですけど。 Ustでお金になれば

それはそれで一番いいですけどね。

M は次のようにいう O

Ustでお金取ろうっていうのは、 YouTubeでお金取るのと一緒で、

現実的じゃないですよ。インターネットでお金取るのって難しい。だ

から、 Ustは、プロモーションでしかない。

一-Ustで知ってもらってライブハウスに来てもらうとか、 CD買っ

てもらうとか。

CD買ってもらうのが一番。ライブハウス出るのって、プロモー

ションだから。あれも O ある意味。
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一一そうか、ライブハウス出ても儲かるわけではないっていいます

ね。

{儲かる人は鰭かるんですけどね。お客さんいっぱい呼べば。まあ基

本、儲からないで、すね。自分で企画打たない限り O

自分で企画打つと、だいたいプラスになることは多い。でも、打ち

ヒげ代で消えますよあんまり意味ない。生活には直結しない。

一ーだから iCD買ってください、それがガス代になりますJってい
う (Mさんがよくブログに書いているような切実な主張が出てくる

んですね)。

全部、プロもそうですからね。ライブして、物販が売れて、その物

販が自分達の給料になってくから。自主制作 CD出した頃って、一回

ライブやればすごい何枚も売れたから、月 2 回 3 回やれば、 1~2 万

くらいの売り上げになったので、それでバイトも 2日3日減らせた。

だからある意味、ほんとに生活に産結してますね。

流れとして、やっぱり全国流通版を一枚出してからの自主制作っ

て、めっちゃ金入るんですよ O 何も出してない前の自主制作じゃ、売

れるのは知れてる O やっぱりある程度、名前を売ってからの自主制作

が一番おいしい。だから最終的にはそうしていくべきだろうなあとは

思ってる O 自主レーベルを作って、儲かるような。

モトオは次のようにいう。

結局はライブに来てほしいので。

まあ僕らはライブに来てほしいと思いますけど、 Ustメインでいき

たいって人ももちろんいると思うんですけどね。 逆にライブ、あんま

好きじゃないって人もいるかもしれないですね。アーテイストでは。

自分のベースでできないし。

梅本は、お金を稼ぐ手段として、ライブ会場での CDの奴売を中心に考

えている o Ustによるライブ配信は、ライフ、ハウスでの演奏機会を増やす

ための手段の一つである O その一方で、梅本は、ライブ配信自体も、スポ
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ンサーをつけたり、諜金制を採用したりすることで「お金に換える」手段

になれば、それでもよいと考えている 23)。

M も、梅本同様、ライブの物販がお金を得るための方法だと考えてい

るO そして、ライブ会場における CDの販売を、音楽活動における収入の

メインとして考えていることがうかがえる o M は、梅本と異なり、ライ

ブ配信それ自体では、お金を{諸ける手段にはならないと考え、課金郁を{吏

うつもりもないことを明言している。「流通版で、どーんと売れて、知名

度が上がって、その後に自主制作を出すJことは、まつきあゆむや、七尾
旅人を指しているのだろうと忠われる O

梅本が「ライブしに行かなくても CDが売れればいいんですけどJ、そ
して Mが「ライブハウスのライブもプロモーションJと述べるように、
二人はライブそれ自体はお金にならず、ライブは CDを売るための手段の

ーっと考えていることがわかる O

モトオは、ライブ配信をきっかけに、視聴者にライフマハウスに実際に足

を運んで、もらいたいと考えている O 自分のベースで演奏ができる Ustがよ

いと考えるミュージシャンがいるという発言は、本節 lでみた、梅本が考

える Ustによるライブ配信のメリット、時間を気にしないで演奏できる点

と共通しているO

このように、三人ともに、ライブハウスにおける CD販売を、音楽活動

をお金に換えるための、有力な手段として明言していることがわかる(モ

トオについては後述)。

以上のインタビューより、仮説2fURFのメリットを、楽曲のダウン

ロード販売に適している点にあると、考えているのではないか」は、成立

しなかったと判断する O 仮説2の予測とは異なり、インタビューに答えた

ミュージシャン達は、 Ustを用いてライブ配信をおこなったとしても、必

ずしもインターネットによるダウンロード販売や音楽配信を、お金を得る

ための中心的な手段と考えていなかったことがわかった。お金を得るため

の手段は、あくまでも、ライブ会場における CDの販売をメインとして考

えていたのである O

(2) CD販売へのこだわり

それでは、 CDの販売について、三人はどのように考えているのだろう

かMOモトオは、次のようにいう。
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僕は CDが好きです。特に、ライブみて「わーすごい、かっこい

しづって思ったのは、その場で買いたくなるっていう気持ちがありま

すね。

一-Ustでよく知られるようになって、「ここです楽ダウンロードで

きますJって言ってみんながダウンロードしてくれて、 l曲 150内入
るっていうんじゃなくて、やっぱり CDを売りたい?

あ、いや、うーんとね。いや、そうか一。いや、いいですねえ、そ

れでも O 届けばいい。けど、自分の頭ん中に浮かぶのは CDの盤です

ね。

モトオは、最後の発言からわかるように、ダウンロード販売でも、自分

の楽曲が視聴者に「届けばいしづと考える一方で¥それでも、媒体として

のCDにこだわりをもっている O モトオは、 CDが好きな理由として、「そ

の場で(ミュージシャンからi宣接)買いたくなるJことや「めっちゃいい
から、 (CDを)貸してあげるよjなどの、人と人とのCDを通じたコミュ

ニケーションについて言及している O このことを、端的に表現するなら

ICDを通じた、つながっている感Jとでもいえるかもしれない。 CDを、
ミュージシャンとファンとを、そしてファンとファンをつなげるメディア

として考えているのである O

加えて、 CDの音質のよさもまた、インタビューにこたえてくれた

ミュージシャンが、 CDにこだ、わる理由である O モトオはつぎのようにい

っ。

あと、普通に聴く人からしたら関係ないのかもしれないんですけ

ど、音質っていうのがやっぱりあって、 MySpaceとか、 YouTubeと

かつてやっぱ、圧縮された音質なんですよね。ちょっと違うのに

なーって思う時はあるんですよね。

で、 CDの方がいい音。でもダウンロード販売って、更にいい音で

今、販売できるんですよね。 CDよりも O 開いたことあるかもしれな

いんですけど、 24bit配信ていうのがあるんですよね。 CDつてのは、

16bitなんですよ。 僕達がレコーデイングしてる時って、 24bitってい
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う高音質でレコーデイングして、 CDに収める時に、圧縮してるんで

すよ O 圧縮っていうか、質を落とさないと CDに入らない。さらに

CDからパソコンや iPod等にとりこむ時は、それを吏に MP3に圧縮

しちゃうんです。でも、最高音質で販売できるんですよ、 (24bit配信

を用いた)ダウンロードだと O それはもう、超魅力的で、すよ。

ただ、 24bitを再生する、ソフトっていうか、まあフリーなんです

けど、ウインドウズの付属のプレイヤーじゃ再生できないんですよ

ね。専用のプレイヤーが必要。ちょっとそこが大変かもしれないで

す。

で、サジカゲンの新しいダウンロード販売は、 24bitも用意してま

す。すっごい生々しいんですよ。アコースティックギターの音だとか

が。これは広まってほしい。可能性としては。

M もまた、 CDの音質について、次のようにいう。

やっぱり CDを売っていきたい。作り込んだクオリティの高い楽曲

を、いい音で、聞かせたい。 CDが一番音質がよい。

モトオと MはCDを売りたい理由として、 iCDの音のよさ」を挙げて

いる。さらにモトオは、 24bitダウンロード配信が、 CDの音質を上回る可

能性に言及し、音質の良さだけを基準にするならば、 24bit配信の可能性

も視野にいれていることがわかる O

では、なぜCDは売れなくなってきたのだろうか。 Mとモトオの考え

を挙げておこう。まずMは次のようにいう O

自分の下の世代は、音楽は CDという価値観はないかもしれない。

若い人は、へたすると CDプレーヤー持っていないかもしれない。パ

ソコンのスピーカーで CDを開いても、 YouTubeの音質と変わらな

し、。

モトオは次のように述べている O

僕はCDで買いたい人なんですけど、周りっていうかね、特に高校
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生とか二十歳くらいまでの人は、全然、ダウンロードの方が圧倒的に

多いみたいですね。なんかね、 CDが無くなるってことはないと思う

んですけど、意識が変わってるのかもわかんない。

M とモトオは、 CDが売れなくなった理由として、若い世代(二十歳前

後)の CD離れ、すなわち、世代の要因を挙げている。この点について、

筆者が講義を担当していた大学生に開いてみた。すると、実際に CDプ

レーヤーを持っていないと答える学生が、少なからずいた。その中には

「一人暮らしを始める時に、 CDプレーヤーは荷物になるので、実家にお

いてきた。今は、パソコンで MP3にしてから音楽を開いているjという

答えもあった。 1990年代に、私が大学入学をきっかけに一人暮らしをは

じめたときは、部屋にテレビも電話も(もちろん、パソコンもインター

ネットも)なかった。あったのは、実家から持ってきた CDラジカセだ、っ

た。そのことを思うと、隔世の感がある。この世代嬰凶を裏返すと、 M

やモトオがCDの販売にこだ、わるのは、彼らがCDの音質に信頼をおく世

代であるからだともいえるのではないだろうか。

一方、梅本は CD販売について、次のように述べている O

音楽配信ってビジネスになるというか、それで食えるようになる

んですか?

自己信ですか?単純に単価が 10分の lになったと考えれば 10倍売ら

なきゃならないんですよ O 難しいですよね。未だに一線でメジャーで

もCDを出してるってことは、やっぱり CDじゃないと O

僕は結構理想、今のところ、こうなりたいなあって漠然と思ってる

のは、なんとかして 2000人、僕の CD、CDを出したら必ず買ってく

れる人が2000人いればいいんで、すよ。 2000人いると、 1500円でもし

CDを売ったとしたら、 300万円ですよね。別にお金…は欲しいです

けど、音楽をやり続けるってことが一番大事ですから、自分に関して

言えば。

l年に l枚 CD出して、 2000人に売って 300万円手に入って、普通
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に生活して、でまた次の CD作って。また出して。 2000人買ってく

れて。 後はそれの相乗効果狙いですね。そこから、いろんな所に(ラ

イブに)行って、 2000人が3000人になって、 3000が4000になって。

それを自分 l人で全部できたら、これほどいいことはない。

梅本は、楽曲を 150円で、 20.000人にダウンロード販売することより

も、楽曲を CDでパッケージして 1500円で、ライブに足を運んでくれた

コアなファン、 2000人に販売することを選択している。梅本の、ライブ

配信サービスを用いて、楽曲を多くの人に認知してもらい、ライブ会場に

来てくれたファンに直接 CDを販売する販売戦略は、インデイーズ・

ミュージシャンが楽曲を販売するための、現実的な戦略の一つであるよう

に思われる。音楽の売り方は、見えないマスを対象とするよりも、「強い

関心を抱いてくれるリスナー達とダイレクトにつながり、その小さな圏域

で楽曲を販売」することにシフトしてきているといわれている 2討。ダウ

ンロード販売も、ライブ会場での CD販売も、小さな閤域のリスナーに向

けた販売戦略である点では開じである O その中で、後者の方が、ダウン

ロード販売よりも、よりコアなファンに対して、ライブ会場で直接販売で

きる。梅本はそちらの販売方法の方が、今のところ、自分に合っていると

考えたのであろう O

まとめよう o URFにかかわったミュージシャン達は、ライブ会場にお

ける CD販売を楽曲販売の軸と考えていた。このことより、仮説2iURF 

のメリットを、楽曲のダウンロード販売に適している点にあると、考えて

いるのではないか」は、必ずしも妥当しないと思われる O それでは、なぜ

彼らは、 CD販売にこだわるのだろうか。インタビューから、二点推測す

ることカ宝で、きる。

第一に、彼らが、 CDの音質のよさを体感している世代であることが、

CD 販売にこだわる理由の一つであると考えられる O

第二に、彼らの音楽活動の中心が、実際にライブをおこなうことである

ため、ライブ会場でCD媒体で楽曲を販売することのメリットが、ダウン

ロード販売よりも大きく、現実的であると考えているからと推測できる O

このことを敷桁すると、つぎの予想、が成り立つ。インデイーズ・ミュージ

シャンにおいては、ライブを演奏活動の中心と考えるか、あるいは、イン

ターネットの、動画共有サービスやライブ配信サービスでの演奏活動を中
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心と考えるかによって、 CD販売を選択するか、ダウンロード販売を選択

するかが変わってくるのではなかろうか。つまり、インターネットが普及

すれば楽曲販売の方法が、ダウンロード販売になるというよりも、ミュー

ジシャンの演奏活動に対する考え方の違いが、楽曲の販売方法一-CDか

ダウンロードか一一ーを決めていくのではないだろうか。

まとめと考察

i最後に、全体のまとめをおこなう(1)0 そして、 URFの事例から、「地

域レーベル」の可能性についての考察を展開する (2)。

1. まとめ

本稿は、札幌のインデイーズ・ミュージシャンがおこなった URFを事

例として、ミュージシャンがインターネットのライブ配信サービス(本稿

では特に Ustが中心であった)を、音楽活動にどのように用いているかに

ついて考察した。

開いとして、「なぜ札i院のインディーズ・ミュージシャン達は、 URFを

企画し実践したのだろうかJを挙げ、副間として、 1)札幌のインデイー
ズ・ミュージシャン達が、 URFをおこなうきっかけはなんだ、ったのだろ

うか、 2)彼/彼女らは、 URFを開催することで、自らの音楽活動にどの

ようなメリットがもたらされると考えていたのだろうか、 3)彼/彼女ら

は、自らの楽曲をどのようにお金に換えようとしているのだろうかを挙げ

た。この間いに対して、仮説 1iURFを開催するきっかけは、地方から全

国へ音楽活動をプロモーションするためではないか」と、仮説2iURFの

メリットを、楽樹のダウンロード販売に適している点にあると、考えてい

るのではないかJを挙げ、 URFの主催者、発案者、参加者の三人の
ミュージシャンにインタピューをおこなった。

仮説 1について。札幌のインディーズ・ミュージシャン達は、ライブ配

信を音楽のプロモーション活動のツールとしてとらえていた。仮説 1は概

ね妥当した。しかし、 URFがおこなわれたきっかけは、プロモーション

だけでは説明できなかった。 URFをおこなうきっかけには、今までにな

い新しい形のライブ配信を模索する中で、ライブサーキットをインター

ネット上でおこなうというアイデイアを実現すること (N-2)。、そして、

「札幌のミュージシャン」を、全国の人びとへ、そして札幌のオーデイエ
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ンスに知ってもらいたいという意気込みがあった (N由子(I)・ (2))0 
仮説2についてO 少なくともインタビューに応じてくれた、インデイー

ズ・ミュージシャン達はライブハウスでCDを販売することを、お金を得

るための中心的な方法として考えていた。仮説2は、必ずしも妥当しな

かった (N-5)。

2.考察-r地域レーベルjの可能性
URFの企画・実践にかかわったミュージシャン達に話を開いて、印象

にF長ったことは、 f皮らカ~ i宇しl幌のインデデイーズ・ミュージシャンjである
ことにプライドを持っていることであった。だからこそ、 URFには、「札

幌のミュージシャン」を全国へ紹介することが、大きな目標に掲げられて

いたのだろう。

「札幌のミュージシャンjを、ライブ配信サービスを使って、全国に紹

介していくためにはどうしたらいいのだろうか。この点について少し考

え、「地域レーベル」の可能性について言及したい。

に、 URFのプランデイングである O プランデイングには二つのベ

クトルがある。一つは、被聴者に対するプランデイングである o iURFは

面白いjと感じる視聴者が増えれば、 URFのアクセス数は伸び、同LI院の

ミュージシャンJを全国に紹介する目的は、より達成できるだろう O もう
一つは、札幌のミュージシャンに対するプランデイングである。 iURFは

かっこいい、自分も出たい」と思うミュージシャンが増えれば、 URFの

「札暁のミュージシャンJを全国へ紹介する目的は、今よりもより達成で
きるだろう O インタビューから、 URFにかかわったミュージシャン達は、

URFのプランデイングに意識的で、あることがうかがえる (Nふ (3))0

視聴者と札幌のミュージシャンに対する URFのプランデイングは、相

互補完的である O 視聴者に対するプランデイングが成功して、 URFのア

クセス数が伸びれば、 URFに参加したいと思う札韓のミュージシャンは

増えるだろう (iURFに出ることはかっこいいJ)。つまり、視聴者に対す

るプランデイングは、ミュージシャンに対するプランデイングに対して、

プラスに働くだろう O そして、多くの札幌のミュージシャンが参加して、

URFを盛り上げれば、視聴者に対する URFのプランデイング (iURFは

函白いJ)はうまくいくかもしれない。つまり、札眠のミュージシャンに

対するブランデイングは、視聴者に対する URFのプランデイングにプラ
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スに働くだろう O

URFのもつライブサーキットの手法を使えば、視聴者は、同時に演奏

されているライブから、聴きたいミュージシャンを選ぶことができる O 端

的にいってしまえば、下手なミュージシャンの演奏は、視聴者が選別する

ことができるのである。したがって、主催者は、時間と会場が許すかぎ

り、多くのミュージシャンに参加してもらえばよい。そして、その演奏の

出来不出来は、視聴者数として数字にあらわれるかもしれない。このよう

に、結果があらわれることによって、よりチャレンジングなミュージシャ

ンが、 URFの参加に名乗りを挙げることが考えられる。

第二に、地域での協力関係の構築である O ミュージシャン達は、 URF

の実行のためにはサポート一一スタッフと機材一ーが欠かせないことを訴

えていた(IV嶋4)。サポート体制が整い、音質のよい、スムースなライブ

の進行が出来たなら、第一に挙げた、 URFのプランデイングにプラスに

機能するだろう。

URFは、基本的には一一第2回は会場にお客を入れて、チケットを販

売したが一一、それ自体で収入が入るイベントではない。そのため、サ

ポートは、無給のボランテイアでおこなわれることになる。ならば、サ

ポートについては、地域の協力を求めてはどうだろうか。現在の URFも、

カフェやライブハウスの協力を得ている O しかし、それで、もスタッフが足

りない状況であるならば、地域のミュージシャンの活動を支える NPOな

どを考えることもできるかもしれない。あるいは、地域の企業に協賛をあ

おぐことを考えてもよい。

その意味では、札幌は恵まれている O 札幌は、人口 190万人を越える都

市である。人口規模からいっても、社会資源(人や施設)が十分にあると

思われる O ならば、札幌のミュージシャンを、無給でよいので支えたいと

思う、音楽の配信に興味がある人もいるのではないだろうか。このよう

に、札幌には、地域でサポートを総織化する底力はト分にあると考える O

加えて、「札幌」は、「渋谷」ゃ「下北沢Jなどにも劣らない、ブランドカ
のある一一「札幌Jのミュージシャンは、どんな演奏するのだろうと視聴
者の興味をかきたてる 地名でもあると考える O だからこそ、 URFの

主催者と企画者は円札幌Jのミュージシャンjを詔介する、 URFを企画
したのだろう。 URFは「札幌Jのもつ地名イメージのアドバンテージを
うまく使っているのではないだろうか。「札幌Jのブランドカを維持する
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ために、札幌の地域の協力を活用する。そして、地域のサポートを得るこ

とで、「札幌のミュージシャン」の活動の面白さは、インターネットのラ

イブ配信を通じて、全国に伝わっていくかもしれない。

既存の先行研究では、ミュージシャン個人のレーベル一一一人、 1レー

ベル一一ーがいわれているお)。このような、流れはもちろんあるだろう O

実際、インタビューをおこなった 3人のミュージシャンは、それぞれ、

HPをもち、自らの楽曲をプロモーションしている O

しかし同時に、 URFに確認することができた、地元コミュニティに拠

点を持ち、複数のミュージシャンが協働して、地域のサポートを得なが

ら、ライブ中継や動画配信をつかつて、全国へその活動をプロモーション

していくことが、これからのインデイーズ・ミュージシャンの活動のひと

つの形になっていく可能性もあるのではないだろうか。このような活動か

ら生み出される音楽活動と楽曲を「地域レーベルJと名づけておこう。
「地域レーベル」は、ミュージシャンと、地域の音楽にかかわりサポート

する人びととの関係性や、地域にある社会資源を用いながら、地域だけに

閉じた音楽活動でもない、インターネットの動画共有サービスやライブ配

信サービスを用いて、地域から全国へ楽曲を提供する、新しい音楽活動の

形になりうるのではなかろうか 27)。

最後になるが、私達は、本稿を通じて、かかわりを持った札幌のミュー

ジシャン達をサポートしたいと考えている。この論考を読んで、 URFや

それを主催・企画・参加したミュージシャンに興味を持ったならば、今す

ぐにでも、インターネットを通じてアクセスして、その演奏を聴いてみて

ほしい。インターネットは、それを可能にするメディアなのだから。

付記

本稿は、本文中に述べたように、小林泰名が3人にインタビューをおこ

なった。録音したインタビューのチェックと書き起こしは、種村同日と小林

の2人でおこなった。本文は種村が執筆し、小林が内容を確認した。原稿

は、草稿の段階でインタピ、ユーをおこなった 3人に内容等の確認をしてい

ただき、全員から掲載の許可を得ているO
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注

1)白本の音楽の売上について、まとめておく。第一に、 2000年代、 CDの売上

は一貫して減り続けている。 2010年の CDアルバムの売上は、約 1，848億円

である。そして、音楽ソフト全体の売上で、半分以上の割合を占めている

CD光りよげの減少は、音楽ソフト全体の売上減少に結びついている(表

第二に、 CDの売上は減少している一方で¥コンサート公演数、動員数、

年間売上は上昇している(表2)。このような状況を指して、 i詩的は「笑際

J-POPを中心とするコンサートの公演回数、動員数はともに右肩上がりであ

るO 実はこうした音楽業界におけるこのライブ・エンタテイメント事業への

シフトは数年前から起きており、[……]新曲はタダでもいい。無料でどんど

んダウンロードさせ、その曲を生で聴いてもらうというビジネスモデルであ

る。 CDが売れない昨今ではミュージシャンの収入源はコンサートの入場料

とその記念グッズになりつつあるJと述べている(増田弘道、 2011rもっと
わかるアニメピジネスjNTT 11¥)坂、 2011年、 151-152~)。

第三に、有料音楽配信の売上は、 2009年から、わずかながら減少傾向にあ

る。 2010年の、音楽配信の売上は、約 860億円である。そのうちの 87%を

携帯電話向けの「着メロJI着うたJで占めている。周年の、インターネッ

トによる楽曲のダウンロードは、約 101信、円であり、前年よりも減少傾向に

あることがわかる(表3)0

以上より、J)音楽市場に対する市場のニーズは存在する O しかし、 2)

CDは売れなくなってきていることがわかる。

表1: 2000年代音楽ソフト種類別生産金額の推移

CDシングル CDアルバム
音楽ソフト全体

(単位百万円)

1999年 46，850 450，369 569，551 

2∞0"1三. 82.393 426，440 539，816 

2001年 76，432 409，261 503，061 
2002年。 56，677 371，268 481，454 

2003年ー 51，310 333.550 456，179 
2004 i]三: 50，591 316，627 431，269 

2005年: 48，431 310，945 422，210 

2006年. 50，464 293，671 408，408 

2007年 46，788 280，230 391，113 
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39，837 

33，999 

37，239 

251，321 

211，914 

184，755 

361.775 
316，515 

283.612 

一般社団法人日本レコード協会 HP(http://www.riaj.or.jp/data/money lindex.html 

2012年2月6日間覧より作成)

表 2:2000年代コンサート公演数と動員数と年間売上の推移

公演数 動員数 年間売上

(凶) (万人) (百万円)

2000 ij三 10，500 1.670 82，592 

2001年 9，910 1.601 77.650 
2002 ijミー 10，650 1.670 81，489 

2003 Oj三， 13，050 1.818 94，282 

2004王手 14，323 1.718 90，092 

2005年: 13，982 2，016 104，927 

2006年. 13，837 1.978 92，475 

2∞7年 14，435 2，097 104，064 

2008年 15，522 2.253 107，495 

2009年 17，391 2，606 125，504 

2010 ijo 18，112 2，618 128，039 

社団法人全国コンサートプロモーターズ協会発表資料 (http://www.acPc.or.jp/mar-

kething/transition/ 2012年l月3EI 閲覧より作成)

表 3:日本の有料音楽配信金額推移

モバイル インターネ y ト その他 合計(単位百万円)

2005年u羽- 6，316 310 17 6，644 

2005 ljo 2 JtJJ 7，373 233 17 7，623 

2005年3期 9，082 437 24 9，543 

2005年4ftJ]: 9，569 870 34 10，474 

2006 {ド 1期 10，929 1.220 24 12.173 
2006年 2JVJ : ll，294 1.265 30 12，588 

2006年3期 12，378 1，193 70 13，641 

2006lF 4期 13，640 1.348 88 15，076 

200711' 1 f羽 15，884 1.383 311 17，578 

2007年2期 15，975 1，302 338 17，615 

2007年3期 18.108 1.541 443 20，092 

2007年4期 18，049 1.696 456 20，202 

2008 {I二l期 19，977 2，081 405 22，463 

2008年2期 e 19，800 2.229 473 22，502 

2008年3期: 19，522 2，297 406 22，225 

2008年4見IJ: 20，557 2，409 394 23，360 

- 99-



2009 if. lJ!;月 19，632 2.446 387 22.465 
2009年 2t羽ー 19，338 2.411 400 22.149 
2009年 3期， 20，006 2，630 378 23.015 

2009年4期. 20，273 2，721 358 23，352 

2010年 l期 19，074 2，657 342 22，074 

2010 iド2J!Jl 18，709 2，343 323 21，376 

2010年3期ー 18，893 2，522 236 21，561 
偽

2010年 4期: 18.159 2，601 218 20，978 

2011年 l期ー 16，226 2，876 235 19.337 

2011年 2期 15，231 3.106 301 18，637 

2011年3期 14，057 3，202 247 17，505 

一般社凶法人日本レコード協会 (RIAJ)が発表する四半期ごとの「有料議楽配信売上

実綴Jより (URL: http://www.ri付orJp/ data/ download/index.html 2012年2月6

日閲覧より作成)

2)例えば、動画サイトの利用実態調査検討委員会がまとめた、『動甑サイトの

利用実態調資検討委員会 報告書jは、用語として「動@iサイトjを用いて

いる O しかし報告書中に「動画サイトJの定式化はない。この報告書の、ア

ンケートの項目をみると、「動爾サイトJとして YouTube、ニコニコ動画、

GyaO 、Dailymotion、Pandora.TVなどが挙がっている O 動画サイトの利用

実態調査検討委員会『動闘サイトの利用実態調査検討委員会 報告書j2011 

年 (URL: http://www.ri勾.or.jp/release/20111pr 11 0808.htm1 2012年 1月 5Bダ

ウンロード)を参照。財団法人デジタルコンテンツ協会がまとめた『デジタ

ルコンテンツの市場環境変化に関する調査研究 報告書j(2011年3月)は、

ニコニコ動画、 YouTube、USTREAMを「動画共有系」とまとめている。財財
A 

図法人デデ、ジ夕ルコンテンツt協協B弱J会『デジ夕ルコンテンツの市場環境変化に関す

る誠査研究 報告E番書j2却01口1年 (ωURL:ht均tゆp

d必c一10ι一O引l.pd訂f 2却01口2主年ド 1月5臼ダウンロ一ド) を参照O 川B原主i洋羊引lは土 f情幸報設化白

書2却012叫jの「毅動i函配信」の項呂で、「動繭配信J、「動画投稿」、「ライブ動画

配信Jの概念を用いている o 111原洋「動画配信J(一般財団法人日本情報経

済社会推進協会『情報化白番2012 激動の時代の情報化』刻泳社、 2011

年)、 161-170頁を参照。本稿の動画配信サービス、動画共有サービス、ライ

ブ配信サービスの内答は、 111原の分類に対応している。

3) r画像動閥系サービス」の用語法は、東治紀 f一般意志 2.0 ルソ一、フロ
イト、グーグルj講談社、 2011年、 125頁を参考にした。東は幽像動画系

サーピスの事例として、 YouTube、USTREAMの他に、 flickrを挙げている O
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4)増泊、前掲妻、 151頁0

5)小寺信良 WUSTREAMがメディアを変えるjちくま新書、 2010年、 18頁O

USTREAMを用いたライブ配信についての先行研究として、佐藤祐介「講演

会の生中継一一一「新しい中継」の科学技術コミュニケーションにとっての可

能性J(W科学技術コミュニケーションj7号、 2010年)、 177句 184頁がある。

佐藤は、国立科学博物館でおこなわれた講演を、 USTREAMとTwitterを用

いて中継した。そしてこの中継のメリットとして、三点指摘をおこなった。

第一は、 ii新しい中継」が取り上げるテーマに関心を持っている人々に向け

て(不特定多数に向けてではなく)、効率的にイベント情報を告知し、さら

には参加(場合によってはネット上での参加)を促すことができるJ点。第

二は、「科学技術に関して特段の爵心を寄せていない人々にも参加の機会を

創り出す可能性があるように思われるJ点。第三は、「生中継の視聴者に対

し、会場での参加とは違う『もう一つの参加jを創り出すことができそうで

あるJ点である(佐藤、前掲書、 18ト182J'{)。

6) iW新しい言論jの可能性JW朝日新開j2012年 l月13日報刊行部。

7) iケツダンポトフ」は株式会社ソラノートが運営していた (2009年5月-2011

年5月25日)。現在は活動を休止している。ケツダンポトフ HP(URL: 

出 p://pt負ive.jpl 2012年 i月5日閲覧)

8) iツイッターのつぶやきに、視液、できるユーストリームの URLとハッシュタ

グ(#)が付けられて、その放送が広まっていく。ユーストリームという媒

体が単独で素晴らしいというより、ツイッターとユーストリームの伝播力の

強さが明らかになってきたJ(津田大介・牧村憲一、『未来型サパイパル音楽

論--USTREAM、tWl侃 rは何を変えたのかj中公新書ラクレ、 2010年、 27

頁)。実際、 Twitterと迷嫁した USTREAMの場合、つぶやきを開いて途中参

加するユーザーの方が多いことが明らかになっている o JII原、前掲書、 169

頁を参照。

インタビューをおこなったミュージシャン、タクマモトオも、 USTREAM

とTwitterの相互関係について次のように述べていて、興味深い。

そこは Twitterとの迷動もあってね、(uSTREAMの視聴者が)増える

んですよね。いいしくみだと思います。

でも、結構あの、やっぱり慣れてない人はそのしくみがわかんないみ

たいで、(ハッシュタグ(#)をつけて)ツイートとかしてくれたらど

んどん広がるじゃないですか。「お、なんだなんだ」って。でも、普通
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にメールで「みてるよ-Jとか「よかったよーjつてのが多かったんで、
す。そこがね、まだ浸透していないで、すね。

9) rユーストリームを勢いづかせたのは、 09年の 12月初めに、 iPhone単体で
配信できるようになったことが大きいです。それで、、制限が緩和されて、誰

でも簡単に中継できるようになりました。それで何が起こったかというと、

配信者が飛躍的に増え、 fユーストリームは面白い。これは新しいメディア

だjと、ツイッターと連携して、リアルタイムに番紐の感想がどんどんネッ

ト上に流れるようになったJ(津間・牧村、前掲書、 26-27頁)。

10) rリアルタイムに動画を配信することに特化したサービスとしてじSTREAM
が2007年に登場、日本ではまだまだ有名といえるほどではないが、去年

(2010年:引用者補足)12月に宇多国ヒカルが休養に入る直前のライブを無

料配信して、大きな話題となった。宇多田ヒカルの USTREAMはユニーク

視聴者数が約 34万人で、 USTREAMAsiaで、行った配信の中でトップを記録

している。ニコニコ動画も、 2007年にニコニコ生放送という新たなサービス

を始め、日本における動爾共有サービスの最前線を走っているJ(加野瀬未

友「ガラパゴスな日本のネット界に開閣を迫る黒船ソーシャルサービスの歴

史J(rユリイカj第 13編2号、 2011年2月)、 71真)。

11) サカモト・ソーシャル・プロジェクト HP(uRL: http://skmtSocial.com 

2012年 1月5B閲覧)。坂本龍一が、 2010年2月にラジオ番組を USTREAM

でライブ割引言するエピソードが、津田・牧村、前i掲書、 27-28頁にある O こ

のようなメジャー・ミュージシャンの Ustreamライブ中継がおこなわれる背

景には、 2010年7月に、 USTREAMAsia社が、 JAS孔屯C、イーライセンス、

JRC (ジャパン・ライツ・クリアランス)の著作権管理事業者3社・団体と

包括的利用許諾契約を締結し、 3社・団体が管理する楽曲を生演奏して配信

することに違法性がなくなったことが大きい。毛利勝久、「動画配信J(一般

財団法人B本情報経済社会推進協会日開化白書2012一一激動の時代の情報

化j淘泳社、 2011年)、 157貰を参照。

12)津田・牧村、前掲書、 195-212頁。まつきあゆむについては毛利、前掲書、

157頁。 佐々木俊尚、『電子書籍の衝撃 本はいかに崩壊し、いかに復活す

るのかけデイスカヴァー・トゥエンテイワン、 2010年、 153-182頁にもあ

る。七尾旅人については、毛利、前掲書、 157頁でも取り上げられている。

13)毛利、前掲書、 158頁。

14)財団法人デジタルコンテンツ協会、前掲書を参照。
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15)動画サイトの利用笑態調査検討委員会、前掲蓄を参照。

16)樺島栄一郎「ポピュラー音楽におけるインデイーズの成立J(出口弘・問中

秀幸・小11J友介編、 2009rコンテンツ産業論一一混鴻と伝播の日本型モデ
jレj東京大学出版会、 2009)、238賞。

17) USTREAMを用いた、複数のミュージシャンの演奏をライブ中継する番組

には、株式会社オンドレコード (2009年 10月設立、代表・中川竜雄)が主

催している、 WEB ROCKSがあるo WEB ROCKSは、 2010年 5月、 9月に

前身 londorecords放送部@UST汐留スタジオJとしてはじまり、 2011年の
l月に WEBROCKSとしてリニューアルした。 WEBROCKSについては、

HPに IWEB ROCKSは、 Ustreamを用いた、中継だけのストリーミング

ロックフェスです。ライブ現場にお客様は全くいません。お客様はブラウザ、

の向こう側だけにのみ存在しますJとある WEBROCKS 0飴cia1site (URL: 

http://www.webrocks.jp/20 12年 l月20日間覧)。今まで、 WEBROCKS vol.l 

(2011年 1月)、 WEBROCKS vol.2 (2011年6月)、 WEBROCKS vol.3 (2011 

年9月)、 WEBROCKS vol.4 (2012年i月)がおこなわれたo WEB ROCKS 

vol.4は、合計視聴者数 27，000人、最大同時視聴数 574人を記録した。オン

ドレコードは、第2呂 URFの名古屋会場の提供に協力している O

しかしながら、 WEBROCKSは、ミュージシャンの演奏を一会場で順番に

中継しているため、 URFのような、同時並行的な演奏を、視聴者が選択する

ということはない。その点で、やはり URFは、新しい試みだといえる O

18) 17/25 [月]は自宅が音楽フェス会場に変身 USTROOM FES Vol.l潟儀Jr北
海道 Walked2011年8月号、 107頁o

19) 1札幌から Ustream配信の WSTROOM FES voul開催も決定! 新しいラ

イブフェスの楽しみかたJr北海道 Walked2011年 11月号、 12頁。
20)津叩・牧村、前掲書、 48頁0

21)梅本多郊の詳紹については、梅本多朗日P(URL : http北 aro-umemoto.com/

2012年6月 17BI溜覧)を参照。

22) タクマモトオの詳級については、サジカゲン公式サイト HP(URL: http:// 

homepage3.ni註y.com/sajikagen/ 2012年 i月5臼閲覧)を参照。

23) ライブ配信の課金制についてo USTREAMは、配信者アカウントが以下 3

つの条件を満たせば有料の番組を配信することができる。1)プレミアムメ

ンバーであること(月額 315円、クレジットカード決済)0 2) コミュニテイ

参加者数が 100人を超える番組を持っていること。 3)PayPalのアカウント
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を開設していることである。

チケット代は 100円から l万円まで、 l円単位で自由に設定できる。チ

ケット売り上げ総額の 50%をUSTREAMが手数料として取り、残りは番組

放送後30日以内に配信者の PayPalアカウントに送金される。視聴者は事前

にチケットを購入し、放送当日はUSTREAMにログインして番組ページに

アクセスすれば視聴できる O チケット購入はクレジットカード決済。有料配

信の利用fJijとして、浜崎あゆみのカウントダウンライブがある O

USTEREAM公式サイトサポートページ(ペイ・パー・ビュー関連FAQ)

HP (URL: h投p:llwww.註stream.tv/ppv/supportcenter#q15 2012年 1月15臼閲

覧)を参照。

24) CDの販売については、 i手l現・牧村、高官掲書、 226-233頁 (fr形のあるJ音
楽に生き残る道はあるのかJ)参照。

25)佐々木、前掲書、 176真。

26)津田・牧村、前掲妻、 104-108頁参照。もちろんこれは、一人でレーベルを

立ち上げるということではなく、一人でもできるぐらいのノウハウを持ちな

がら、複数でレーベルを立ち上げることを指す。本稿では、これに加えて、

地域のサポートを受けて、地域のレーベルを立ち上げる可能性を述べてい

るO

27)アニメ、マンガ、ゲーム、映画、音楽等のコンテンツと地域を結びつける

ことについての考察は、例えば、長谷川文雄・水鳥川和夫編著、『コンテン

ツ・ピジネスが地域を変えるjNTT出版、 2005年がある O
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